
1 

 

公立大学法人兵庫県立大学経営審議会（平成 30 年度・第 27 回）議事録 

 

 

１ 日 時  平成 30 年 12 月 17 日（月） 

午後 2 時 30 分から午後 4 時 30 分 

２ 場 所  神戸市西区学園西町８－２－１ 

兵庫県立大学本部大会議室 

３ 出席者    

⑴ 理事長       五百旗頭真  学長兼副理事長   太田  勲 

  理事兼副学長    髙坂  誠  理事兼副学長    内布 敦子   

  理事兼事務局長   戸田  康  理事（非常勤）   中西  均   

  理事（非常勤）   尾野 俊二  委員（外部有識者） 池野 忠司   

  委員（外部有識者） 井上 明久  委員（外部有識者） 井上 琢智   

  委員（外部有識者） 大橋 忠晴  委員（外部有識者） 藤浪 芳子   

委員（外部有識者） 南  裕子  監事（非常勤）   中瀬 憲一 

監事（非常勤）   安川 文夫  副学長       山﨑  徹 

  

⑵ 欠席者 

副理事長      伊藤  聡  理事兼副学長    浅田 尚紀 

委員（外部有識者） 井巻 久一 

 

４ 審議事項 

⑴ 第１号審議 平成 31 年度 予算編成方針（案）に関する件 

    関連事項 平成 30 年度中間実績及び決算見込みについて 

⑵ 第２号審議 第二期中期計画に関する件 

⑶ 第３号審議 給与関係規程等の改正に関する件 

 

５ 議 事 

⑴ 第１号審議 平成 31 年度 予算編成方針（案）に関する件 

事務局から、平成 30 年度上半期時点の財務状況、平成 30 年度決算見込み

等について説明があった後、予算編成方針の基本的な考え方や重点的に取り

組む施策等について説明があり、審議された。 

（委員からの主な意見） 

  ・ 多くのキャンパスを抱える中、建物の建替えや修繕については、県立大

学全体に関する長期的な計画のもと、優先順序を定めて取り組むことが重

要である。 

   

 ⑵ 第２号審議 第二期中期計画に関する件 

事務局から、第二期中期計画に関して、教育・研究・社会貢献分野それぞ
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れの計画や評価指標等について説明があり、審議された。 

（委員からの主な意見） 

  ・ 卒業後に世界で活躍する外国人留学生の育成について、兵庫県内の企業

への就職を前提とするのか、そこにはとらわれないのか、表現が曖昧であ

る。 

  ・  男女共同参画の視点から、大学の活性化のためにも、女性教員に加えて、

女性職員を増やす取り組みがもっと必要ではないか。 

  ・ 評価指標の志願者倍率について、「公立大学全国平均以上」という表現は

適当と言えるのか。 

  ・ 評価指標の外国員教員比率について、世界水準の大学を目指す上で、よ

り高い目標を設定し、積極的な採用に取り組むべきではないか。 

  ・ 外国人教員の採用にあたっては、正規職員に限らず、任期付きも含めて

柔軟に採用していくことが必要である。 

  ・ グローバル化に大切なことは、アイデンティティを失わずに多様化を受

け入れられる人材を育てることである。日本の歴史や文化を外国人留学生

よりも知ることが重要であり、外国人留学生もまたそうである。 

  ・ 査読付き論文数は、グローバル化を目指す上で重要な指標であるが、評

価指標の数値の妥当性について十分な検討が必要である。 

 

⑶ 第３号審議 給与関係規程等の改正に関する件 

事務局から、平成 30 年度給与改定及び 31 年度以降の給与改定等について

説明があり、審議の結果、承認された。 

 

６ 報告事項 

⑴ 経営審議会（持ち回り審議）の結果について 

事務局から、持ち回り審議を行った「第二期中期目標にについて知事に対

して述べる意見に関する件」の結果について、資料に基づき報告があった。 

 

７ その他事項 

⑴ 平成 30 年度経営審議会開催予定について 

事務局から、平成 30 年度経営審議会開催予定（次回１月 22 日、法人本部）

について説明があった。 

以上 


